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基調講演 

高度情報化時代の教育の様相 

「ITで10年後の学校教育はどう変わるか」 

岡本敏夫 日本情報科教育学会長 

 

• 情報教育，情報科教育，教育の情報化 の
混同（英語で言えばthrough，about，withの
違いの混同）があると指摘された。 

http://jaeis.org/


招待講演１ 

教育の情報化の動向について 

文科省情報教育課情報教育振興室長 新津勝二氏 

• 政府方針…ICTを活用した新たな学びの推進 

• 教育の情報化の現状…機器整備，教員指導力等 

• 情報教育関係事業…情報活用能力調査，学びのイノベーション事業等 

• 学習指導要領の改訂 

• 高大接続改革 

http://jaeis.org/


招待講演1 学習指導要領の改訂 

必履修１科目，単位数未定。
新テストに発展科目を入れる
か今後議論する。 

http://jaeis.org/


招待講演1 高大接続改革（新テスト） 

http://jaeis.org/


招待講演２ 

21世紀に求められる資質・能力と情報科教育 

国立教育政策研究所 白水 始 氏 

• 小中高を通した情報教育の構想を示された。 

• 情報の方法知（情報活用の実践力）を全教科
等で小学校からICTを使いながら習得し，内容
知（科学的な理解，社会参画態度）を小中高
とだんだん分厚くしていく。 

• 内容知は「モラル関連」を小中に前倒しし，
「科学的理解を」中高で分厚く行いたい。 

 

 

http://jaeis.org/


分科会 

情報科教育で育成すべき資質・能力とその達
成度の評価 

東京工業大学 松田稔樹 氏 

• アクティブラーニングを方法論と捉えるのでは
なく，A.L.ができる資質を育てることが大切。 

• 情報科で扱う問題解決は，他教科と異なり，
解決方法の良し悪しを評価する必要がある。 

http://jaeis.org/


研究発表 

情報科教員の現状とCPD 
神戸市立科技高 中野 由章 氏 電気通信大学 中山 泰一 氏 

• 情報科教員の採用状況，臨時免許授与・免
許外教科担任状況を県別に調査し比較した。 

• 現職教員のCPD（Continuing Professional 
Development：継続的能力開発）が必要。 

 

• 県別一覧が掲載された論文は「学術機関リポジトリ」にて閲覧可能 

• 「情報教員：３割専門外 例外的免許を多用」毎日新聞2015年10月29日朝刊 

http://jaeis.org/


今後の開催について 

• 第8回フォーラム 2015年12月23日（水）東海大学
高輪キャンパス 

テーマ：「次期学習指導要領と情報科教育」 

講演「次期学習指導要領の改訂動向について（仮）」 

鹿野 利春 氏（国立教育政策研究所教育課程研究セン

ター研究開発部教育課程調査官（併）文科省生涯学習
政策局情報教育課情報教育振興室教科調査官） 

 

• 次回の全国大会は，東海地方にて開催の予定。 

http://jaeis.org/


参考リンク 

• 日本情報科教育学会http://jaeis.org/ 

• 高等学校情報科における教科担任の現状
http://jnsg.jp/?p=1717 

• 毎日新聞記事
http://mainichi.jp/shimen/news/20151029dd
m041100142000c.html 
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